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ブ

ロ

ッ

ク

経
済
論
よ

り
東
亜
協
同
髄
論
へ

越

智

元

治

一

日

滞
ブ

ー

ツ

ク

論
よ

ら
日

清
支
ブ

ロ

ッ

ク

論
へ

満
洲

事
欒
勃
蟄
の

宮

司

吾
閲
に

於
て

『

生

命
線
の

確
保
』

と

謂
ふ

療

語
が

叫
ぼ

れ

寛

之
は

世
界
大

戦
後
の

大
勢
で

あ
つ

た

経

済
的

闘
粋
主

義
と
､

経

済
的
ブ

｡

ッ

ク

主

義
に

狭
撃
さ

れ

た
日

本
の

首
然
の

要

求
で

あ
つ

た
｡

此
の

言
葉
の

中
に

は

固

よ

り

国

際
政

治

的

存
在

を

脅
か

さ

る

ゝ

こ

と
に

封
す
る

防
衛
の

意
味
も
充

分

に

あ
つ

た

け
れ

ど

も
､

重

た

経

済
的
生
存

権
の

主
張
が

極
め
て

重
要
な

部
分

を

占
め

て

居
た
｡

大
正

年
代
の

世

界
大
戦
は
､

自
由
資
本
主
義
社
食
蟄
居
の

途

上
に

於
け
る

不

均
衡
状
態
の

爆
蟄
で

あ

つ

た
が
､

戦
時
中
に

於
け
る

異
常

な

る

拘
費
の

偏
倍
と

其
の

戦
後
復

員
期
に

於
け
る

不

均
衡
状
態
､

及
び

ヴ
ェ

ル

サ

イ
ユ

慣
制
に

依
つ

て

人
為
的
に

遣
ゎ

出
さ

れ

た
る

有
て

る

困
と

有
た
ぎ

る

困
の

不

均
衡
状

態
は
､

戦
後
に

於
て

探
刻
な
る

不

況
を

蟄
生

し

た
｡

之

を

唯
だ

外

国
の

犠
牲
に

於
て

の

み

救
治
せ

ん

と

ブ

ロ

ッ

ク

経

済
論
よ

p

東

東

協

同

埋
諭
へ

解

れ

銘
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身

し

た
の

が

昔
時
の

疋

済
ブ

ロ

ッ

ク

主

義
で

あ

つ

た
｡

又

戦
争
の

結
果
首
然
有
た

ぎ

る

困
と

な
つ

た

猫
逸
､

漁
期
に

反

し
て

有
た
ぎ

る

国
-

⊂

な
つ

た

伊
太

利

等
の

フ

ァ

ク

シ

ス

ト

国
家
は
､

■
自

閉
の

経
済
生

活
が

国
際
的

依

存
性
の

薄
め
､

外
来
の

原

因
に

伐

り

破
滅
せ

ん

こ

と

を

恐

れ
て
､

極
力
ア

ウ

タ

ル

キ

ー

の

賓
現

に

努
め

た
｡

更
に

戦
後
民

族
自
決
主

義
に

よ

つ

て

地

歩
･
を

睦
ん

と

す

る

支

部
は
､

二
葉

専
制
的

国
民
政

府
の

指
導
下

に
､

華
b

日

本
む

目

模
と
し

て

図

枠
的

経

済
政

策
を

採
用

し

た
｡

大

英
帝

国
ブ

ロ

ッ

ク

に

代
表
せ

ら
る

1

資
本
主

義
的
ブ

ロ

ッ

ク

は
､

戦
後
の

市
場
再
分

割
の

成

果
を

過

守

せ

ん

と

す

る

も
の

で

あ

る
｡

叉
フ

ァ

ワ

シ

ス

ト

国
家
の

ア

ウ

タ

ル

キ

ー

は
､

ヴ
ェ

ル

サ

イ
ユ

條
約
を

打

開
せ

ん

と

す
る

準
戦
時
的

性
質
を

有
す

る

も
の

で

あ

ゎ
､

見

回

民
政

府
の

も
の

は

既
成
の

市
場
分

割
鰻
制
よ

り

脱
却
せ

ん

と

す
る

叛

坑
道

動
で

あ

る
｡

此
の

問
に

蟄
生
し

た
日

本
の

『

生

命
線

確
保
』

論
が
､

日

満

経

準
フ

ロ

ア

ク

論
へ

蟄
展
し

た
の

は

首
然
の

辟
結
で

は

あ

る

け
れ

ど

も
､

其
の

掠
つ

て

凍
る

塵
が

複
薙
で

あ

る

焉
め
､

或
る

者
は

畢
な

る

日

本
の

滞
貨
塵
分

策
と

し

て

の

日

満
腔

癖
ブ

ロ

ッ

ク

を

考
へ

､

又

或
る

者

は

準

戦
時
経

済
惜
別
と

し
て

の

日

満
ブ

ロ

ッ

ク

を

想
定
し

準
じ

前

者
は

謂
ふ

迄

も

な

く
資
本
主

義
的
立

場
で

あ

り
､

日

本
主

饉
論
で

あ

旦
.

後
者
は

或
る

意
味
に

於
て

梢
ヤ
フ

ア

ッ

シ

ョ

杓
で

あ

り
､

満
洲

主

髄
論
で

あ
つ

た

(

小

島

精
一

冒
満
統
御
経
済
』

=

昭

和
八

年
､

三

辛
1
六

五

頁
参
照
)

｡

此
の

撃
止

は

昭

和

八

年
三

月
一

日
の

満

洲
経

済
建

設
綱

要
に

放
て
､

日

滅

相
互

扶
助
主

義
を

採
用
し

た
こ

と

に

よ

つ

て
一

應
解

決
し

た
｡

即
ち

清

洲
圃
は
一

應

農
本
困
で

あ
つ

て
､

農
産
及
び

之
が

附
帯
工

業
に

重

野
留

置
く
べ

き
で

あ

云
｡

其
の

農
業
も
吾
国
農
菓
を

脅
威
す
べ

9 7

か

ら

ず
､

エ

業
開
蟄
も

原

料

が

吾
困
に

産
出
せ

ず
､

吾
が

エ

菜
を

排

撃
せ

ざ

る

も
の

た

る

こ

と

を

要

す
る

と

共
に
､

日

清
両

国
の

相

関
聯

ブ

ロ

ッ

ク

経
済
静
よ

り

東
亜

協

同

艶
静
へ
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一

橋

論

策

第
五

番

第
一

兢

給

す

る

産
業
の

利

害
を

調
和

す
る

方

法
と

し
て
､

カ

ル

テ

ル
､

ト

ラ

ス

ト

等
に

よ

る

統
制
が

考
へ

ら

れ

る

と

謂
ふ

主

張
(

小
日

山

直
登

冒
液

卵

統
制
経

済
論
』

=

昭

和
七

年
､

二

九

-
三
一

貫
参

照
)

が

大

餞
に

於
て

採
用
さ

れ

た
の

で

あ

る
｡

日

清
経

済
ブ

ロ

ッ

ク

を

要

求
せ

し

め

た

最
大
の

原

因
が

倍
命

日

本
を

直

接
封
象
と

す

る

も
の

で

は

な
か

つ

牢
･

U

し
て

も
､

結
果
に

於
て

封
日

経

済
封

鎖
と

同

校
の

影
響
を

日

本
に

及

ぼ

す

可
き

も
の

で

あ

つ

た

か

ら
､

之

は

結
局

日

満
開

国
産
菓
を

避

雷
に

組
み

合
せ

て

自
給
自

足
的
経

済
ブ

ロ

ッ

ク

を

形

成
せ

ん
こ

と

を

企
固
す
る

(

大

蔵
公

望

甲
日

清
統
御
紋

所
論
』

=

昭

和
八

年
､

一

六

四

頁
)

に

飽

な

ら

な
い
｡

併
し

日

満

間
に

於

て

完
全

な

る

ア

ウ

タ

ル

キ

ー

を

構
成
す
る

場
合
､

昔

時
平

均
二

十
数
億
囲
で

あ
つ

た

日

本
の

外
囲
貿
易
と
､

六
､

七

億
囲
に

止

ま
つ

た
満
洲
困
の

外
国
貿
易
を

如
何
に

韓
換
し
､

適

合
せ

し

め
て

第
三

国
に

封
す
る

依

存
性
を

媛
和

す
る

か

と

謂
ふ

こ

と

は

重
大
問
題

で

あ
つ

た
｡

菅
に

量
的
の

問
題
の

み

な

ら

ザ
､

其
の

質
の

鮎
に

於
て
､

日

嘩
フ

ロ

ッ

ク

経
済
が

其
の

領

域
内
に

放
け
る

需

要
の

凡
て

を

其

の

生

産
に

依
つ

て

完
全

に

跳
ひ

得
な
い

こ

と
は

明

白
で

あ

つ

た

(

賓
歯
茎

備
調

査

局

冒
滝
経
済
ブ

ロ

ッ

ク

の

再

吟

味
』

=

昭

和
八

年
､

六

頁
､

一

六

頁
以

下
)

0

従
つ

て

日

満
]

撃
臍
ブ

ロ

ッ

ク

の

思

想
を

押
し

進
め

れ

ぼ

晋

然
日

油
支

控

訴
ブ

ロ

ッ

ク

論
に

到

達
す
る

筈
で

あ

る
｡

其
の

主

な

る

も
の

は

猪
谷

善
一

甲
▲

日

清
支

経

済
論
』

(

昭

和
十

年
)

､

木
村
檜
太

郎
『

日

満
支

挺

臍
論
』

(

昭

和
十
一

年
)

､

小

濱
重
雄

『

日

清
支
ブ

2

ッ

ク

需
給
資

源

論
』

(

昭

和

十

三

年
)

､

稔
井

春
生

『

日

本
資
汝

政

策
』

(

昭

和
十

三

年
)

､

高
橋
盛
丁

音

ヨ
風

東

経

済
ブ

ロ

ッ

ク

論
. ユ
ニ
l召

和
十

四

ヰ
)

等
で

あ

る
｡

猪
谷

氏

は

日

浦

安
経

済
ブ

セ

ッ

ク

の

必

然
性
の

主
た

る

理

由

を

日

油
支
の

三

角
貿
易
用
係
に

求

め

た
｡

即
ち

日

本
は

製
品

の

形

に

於

て

清

文

に

資
本
と

技
術
を

出
し
､

清
洲
は

日

本
及
び

支

部
に

農
産

物
を

造

り
､

支

部
は

日

本
に

棉
花
､

繊
等
の

原
料
､

清
洲
に

労
働
力

を

造

る

相
互

閲
係
を

挙
げ
､

木
村
氏
は

備

支
の

民
族

共

通

関
係
と
､

日

本
が

中

級
の

エ

菓
困
で

あ

カ
､

支

部
が

初
級
の

エ

某
国
で

あ

る

閲
係
と

に

斬
､

駕
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や
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≠

よ

少
､

三

者
の

問
に

相
起
を

生

ぜ

し

め

ざ

ら
ん

が

籍
め

の

プ

ロ
､

グ

ク

む

敦
く
の

で

あ

る
ひ

唯
だ

此
の

両

者

望
単

な
る

希
望
を

述
べ

た
の

に

過

ぎ

な
い

が
､

日

支

事
欒
蟄
生

後
に

著
さ

れ

た
日

清
支
ブ

ロ

ッ

ク

需
給
資
政

論
と
､

日

本
資
源

政

策
は
､

物
資
動
員
の

見
地

か

ら
､

三

国

資
源
の

相
互

補
足
､

産
業
の

適
地

分

化
に

よ

り
､

可

及

的
に

三

国
間
の

自
給
自
足
を

達
成
す

る

必

苧
こ

限

界
と
を

考
慮
し

て

居

る
｡

之
に

反
し

て

高
橋
氏
は

月
給
自
足
慣
制
と

し
て

の

日

満

支
ブ

ロ

ッ

ク

に

反

封
し
､

之

は

百
パ

ー

セ

ン

ト

自
給
自
足

を

為
す
こ

と

が

目

的

で

な

く
､

又
ブ

ロ

ッ

ク

内
に

閉
籠
る

の

が

目

的
で

も
な
い
｡

百
パ

ー

セ

ン

ト

自
給
自
足
を

目

指
し

窄
フ

ロ

ッ

ク

は

退

嬰
的

防
禦
的
ブ

｡

ッ

ク

で

あ

る
(

同

書
一

入

1
九

重
｡

目

端
支
ブ

ロ

ッ

ク

は

冒
H

満
支
ブ

ロ

ッ

ク

金

野
と

し
て

の

政

治

的
経
済
的
蟄
居
を

最
も

効
果
的
な

ら

し

む

る

為
､

ブ
ロ

ッ

ク

の

中
軸
た
る

日

本
を

起

鮎
と

し
て
､

可

及

的
に

ブ

ロ

ッ

ク

内
の

自
給
自
足

政

策
を

採
る

と

共
に
､

ブ

ロ

ッ

ク

内

相

互
の

経

済
流

通

を

確
保
し
､

目

端

支
ブ

ロ

ッ

ク

計
こ

撃
こ

す

る

綜
合
的
求
償
力

を

利
用
し

て
､

ブ

号
ク

全

軍
と

し
て

第
二

頭
へ

の

貿
易
を

最

も
有

効
に

達
成
す
る
』

ナ
+

と
を

目

的
と

す
る

と

謂
ふ

(

同

軍

三

宅
｡

而
し

て

全

醒
の

論
調

些

議
団
と

し
て

の

支

部
は

世

界

各
国
の

例

に

見
る

も
猫
力

で

其
の

産
業
を

蟄
達
せ

し

む
る

こ

と

は

不

可

能
で

あ
■
つ

て
､

経

済
達
設
､

復
興
の

た
め

日

本
と

提
携
す

る

必

要
が

あ
る
｡

欧
米
は

支

部
の

資
源

を

購
入

す
る

薦
め
に

支

部
に

封
す
る

の

で

な

く
､

却
つ

て

自
己
の

資
振

放
出
の

寅
め

に

臨
む
の

で

あ

る

か

ら
､

欧
米

に

依

存
す
る

こ

と

に

よ

つ

て

生

産
を

墳
張

し
､

其
の

販
路
を

確
保
す

る

こ

と

は

出

来
な

い
｡

之
に

反

し

日

本
と

結
べ

ぼ
､

従
来
の

軍
費
を

経

済
建
設
に

振
り

向
け
る

こ

と

が

出

奔
る
｡

日

本
は

支
那
と

提
接
す

れ

ぼ
､

支

部

に

於
て

白
人
の

勢
に

打
除

ち

得
る

の

で

あ

る

か

ら
､

政

治

的
特

樺
を

必

要
と

し

な
い
｡

即
ち

支
部

は

日

本
に

屈
服

す
る

こ

と

な
し

に

提
携
し

得
る

の

で

あ

る
1

孟
硝

ふ
｡

而
し
て

此
の

見
地
か

ら
､

日

満
支
綜
合
資
顕
の

内

過

剰
資

琴
と

不
足
資
顔
と

を

直
別
し
､

可

及
的

に

不

足
資
藷

を

開
蟄
し
て

第
三

国
依

存

嘩
を

是
正

せ

ん

と

す

る

の

で

あ

る

が
､

此
の

東
亜
ブ

ロ

ッ

ク

の

封
外

的

貿
易
尻
は

結
局

入

超
で

あ

る

か

ら
､

求

償
的

傾
向
に

在
る

現

在

ブ

ロ

ッ

ク

経
済
論
よ

り

東

亜

協
同

放
論
へ
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一

橋

論

叢

弟
五

巻

第
一

統

Pけ

の

世

界
貿
易
の

大
勢
か

ら

見
れ

ぼ
､

東
亜
ブ

ロ

ヲ

ク

に

蟄
展
性

が

あ

る

と

謂
ふ

の

で

あ

る
｡

l

〓

経
済
ブ

ロ

ッ

ク

論
よ

ら
協
同

髄
論
へ

資
源

需
給
を

最
大
の

根
接
と

す

る

経

臍
ブ

ロ

ッ

ク

論
の

最
大
の

故
鮎
は
､

高
橋
氏
の

指

摘
す
る

如

く
､

往
々

蟄
展
性

に

限

界

が

あ

り
､

寧
ろ

退

嬰
的
な

る

か

の

感

を

懐
か

し

む

る

こ

と
で

あ
る
｡

此

意
味
に

於
て

軽

臍
ブ

ロ

ッ

ク

論
の

合
壊

性
は

高
橋
氏

以
上

に

蟄
展
せ

し

む

る

除
地

は

少
い

で

あ

ら

う
｡

更
に

経
済
ブ

ロ

ッ

ク

論
に

於
て

は

相
互

扶
助

或
は

相

互

依
存
を

強

調
し

て

居
る

け
れ

ど

も
､

其
の

構
成

員
の

植

民
地

的
立

琴

民
放
主

義
的

立

場
が

如
何
に

取

扱
は
る

る

か

等
に

裁
い

て

侍
ほ

多
分
の

疑

鮎
を

嫁
し
て

居
る
｡

之

等
を

超
越
し

た

新
し
い

指
導
原
理
の

欲

求

蓬
動
が

東
亜

協
同

曜
論
の

生

長
と

な
つ

た
の

で

あ

る
｡

日

満

支

経

済
ブ

ロ

ッ

ク

の

最
も

合
理

的
な

結
成
は
､

其
の

構
成

母

慣
た

る

日

清
支
の

政

治
的
､

社
食
的

静
條
件
の

融
合
､

な

く
し
て

望
め

な
い

こ

と
で

あ

る
｡

東
亜

協
同

慣
論
は

構
成
分

子
の

民
族

的

国
家

的

協
同

関
係
の

完
成
に

よ

り
､

更
に

之

が

従
属
的
現

象
と

し
て

経

済
的
協
同

関
係
を

も
必

然
的
に

招

来
せ

ん

と

す

る

も
の

で

あ

る
｡

そ
こ

で

協
同

慣
の

思

想
に
一

連
の

関
係
を

有
す
る

も
の

と

し
て

は
､

宮
崎
正

義
『

東
亜

聯
盟

論
』

(

昭

和

十

三

年
)

杉

原
正

己

『

東
亜

協
同

饉
の

原
理
』

(

昭

和
十

四

年
)

三

枝
茂
智
『

新
東
亜

建
設
綱

領
』

(

昭

和
十

四

年
)

加
田

暫

二

『

東
亜

協
同

喋
論
』

(

昭

和
十

四

年
)

新
明

正

道

『

東
亜

協
同

鰭
の

理

想
』

(

昭

和
十

四

年
)

新

一

ヰ



■
滞

-

生

首
奉
げ

る

こ

と

が

出

奔
る
｡

右
の

中
宮
崎
､

三

枚
氏

笑
鰐
に

於
て

歪
細

筆
主

義
の

流

を
掬
む

も
の

の

如
く
､

霊
協
同

曙
論
の

本

流

嘉
す

も
の

で

な

旨
れ

ど

も
､

元

来
東
亜

協
同
堤
の

理

論
が

未
完
成
な
の

で

雲
か

ら
､

之

讐
も

表
の

尽
想
と

し
て

株

主
げ

る

必
要

が

あ

る
｡

然
ら

ば

霊
協
同
鰭

盃
は

経

済
ブ

ロ

ッ

ク

を

如

何
に

取
扱
ふ

か
｡

杉

頃
正

巳

氏
は
､

政
治

力
は

経

済
力

以
上
の

経
済
力

な

p
と

し

て
､

既
存
の

経

済
的

観
念
を

超
越
せ

ん

と

す
る
一

群
の

意
見
を

代
表
し

て

居

る
｡

之

に

封
し

東
亜

聯
盟

論
に

於
て

は
､

聯
盟
の

経
済
連
設
方

針
と

し
て

一

､

日

清
支
経
済
を

単
一

捜
に

融
合
し
､

合
理

化
す
る
こ

と

二
､

綜
合
駒

国
防
経
済
を

確
立

す
る
こ

と

≡
､

東
亜

諸
国
民
全

鮭
の

利
益
を

基

調
と

す
る
こ

と

四
､

欧
米

資
本
主

義
の

侵
略
を

防
止
す
る

こ

と

五
､

清
文
経
済
に

内
在
す
る

封
建
的
矛
盾
を

是
正

す
る

こ

と

六
､

浦
洲
国
及
支

部
に

近
代
的
経
済
鮭
制
を
確
立

す
る
こ

と

七
､

案
芸
工

地
域
を

聯
盟
の

外
郭
と

見
倣
し
､

聯
盟
と
の

経
済
的

相
互

依
存
関
係
を

髄

化
す
る
こ

と

を

掲
げ
､

且
つ

聯
盟

内

部
に

放
て

閥

嘩
経

済
は

猫
立

す

る

も
の

の
､

聯

軍
各

国
の

協
力
に

よ

る

綜

合
的
経

済
溌
制
を

行
ひ
､

聯

軍
門
の

人

的
､

物
的

芸
の

誓
約

需
給
計

垂
に

基
い

て

運

用
す

る

と

し
て

居
る

…
ハ

九

⊥
七
一

貫
)

｡

即
ち

強

度
の

ブ
ロ

ッ

ク

控

警
聯
盟

存
立

の

方

便
と

し
て

重
要

視
し
て

居
る

の

で

あ

る
り

I

10

併
し

何

れ
の

誓
に

も
附

琵
の

経

彊
制
と

し
て

の

ブ

ロ

ァ

ク

琶
を
､

如
何
に

し
て

政

浣
結
合
と
の

間
に

矛
盾
無
か

ら

し

め

ん

m

l

ブ

ロ

ッ

ク

経
済
静
よ

り

東
蛮

協

同

敢
静
へ



一

橋

論

叢

第
五

巻

第

∵
親

船

か

に

就
い

て

は

明
か

に

し
て

居
な
い
｡

l

此

鮎
に

関
し
て

加
田

氏

は
､

ブ

号
ク

経
済
の

本
質
と

し
て
､

一

､

数
領
域
の

政
治
的
経
済
的
結
合
で

あ
る
こ

と

二
､

ブ
ロ

ッ

ク

経
済
に

ほ

こ

れ
を

指
導
す
べ

き
中
梅
的
国
家
の

存
在
す
る

こ

と

三
､

現

在
迄
の

ブ
ロ

ッ

ク

は
､

こ

の

指
導
的
中
編
国
家
の

罫
求
が

主
と

し

て

考
慮
さ

れ
て

ゐ

る
こ

と

四
､

従
つ

て

中

枢
国
家
が

資
本
主
義
的
基
礎
に

あ
る

璧
昆
ほ

資
本
主
義
的
で

あ
る

こ

と

五
､

中

橿

髪
と
ブ
ロ

ッ

ク

構
成
経

霞
城
と
の

緒
係
は
､

望
の

意
味
に

於
て
､

多
少
と

も
植
民
地
的

関
係
に

置

完
て

ゐ

る
こ

と

1 0 2

六
､

し

か

し

な
が

ら
､

ブ

ロ

ッ

ク

綬

翳
結
成
は

轟
フ

ロ

ッ

ク

の

全
瞳
の

質
量
つ

こ

と

が

要
せ

ら

れ
､

統
制
が
､

で
､

ブ
ロ

ッ

ク

全
盟
に

お

け
る

真

空

嘉
的

窒
息

は
､

是
正

せ

ら
る

る

こ

と

が

あ
る
こ

と

塞
げ
､

此

の

植

民
地

的
鉄

管
除

く
も
の

が

援

臍
協
同

警
誓
と

し

て

居
る

(

『

霊
協

同

膿

論
』

九

丁
二

享
G

而
し

て

此
の

植

民
地

的
要

素
を

除

去
し

た

魔
の

辟

臍
協
同

岱
は
､

そ
の

結
果
行
は

れ
る
の

｢

私
利
優
先
の

資
本

嘉
的
精
蹄
が
､

協
同

聖
賢
投

合
と

し

て

の
､

全

琵
協
同

嘉
に

錆
換
さ

れ
る

こ

と

二
､

従
つ

て

諸
領
域
に

牛
植
民
地
駒
木
質
が

あ
る

場
合
に

は

之
が

除
去

皇
息

攣
ノ

べ

き
こ

と

≡
､

賢
協
同
盟
に

畠
樋
的
国
家
は

若
し

得
る

が
､

そ
の

墓
巧

漕
罠
成
領
域
の

未

葦
警
に

封
す
る

蛋
と

協
同

と
の

豊
と

援

助
で

な
け
れ
ば

な
ら
ぬ

閂

賢
哲
鮭
に

於
て

は

哲
箆
の

利
害
が

考
察
せ

ら

る

る
の

で

あ
つ

て
､

中
枢

望
の

利
己

嘉
は

抑
制

苦
れ
ね

ば

な
ら
ぬ

五
､

従
つ

て

綬
臍
協
同
隠
の

構
成
ほ

互

意
関
係
に

よ

ら

ね
ぼ

な
ら

な
い

六
､

従
つ

て

協
同
瞳
は

全
面
的
計
劃
性
を

持
つ

こ

と

を

要
す
る

書:;

帆
一



加
-

従
つ

て

経

済
協
同

餞
は
､

多
く
の

協
同

岱
論
者
の

主

張
す

る

如
く
ゲ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

で

は

な

く
､

寧
ろ

目

前
の

問
題

と

し
て

は

却
つ

て

利

益

社
食
的

結
合
で

あ

ゎ
､

左
の

如
き

構
成
上
の

本
質
を

有
つ

と

し
て

居
る

(

同
書
二

一

二

⊥
一

五
)

｡

一

､

技
痩
地
帝
に

お

け
る

領
域
協
同

隠
で

あ
り
､

従
つ

て

蓮

命
協
同

醒
的
性
質
を

持
つ

二
､

経
済

協
同

監
を

通
じ
て

の

計
司
性
を

持
つ

三
､

綬

済
協
同

捜
の

結
成
は

互

恵
的
原
則
に

お
い

て

行
ほ

れ
る

四
､

従
つ

て

植
民
地
的
又
は

牛
植
民
地
関
係
の

設
定
を

意
味
し

な
い

五
､

指
導
国
家
は

協
同
的
原
則
の

上
に

お

い

て

指
導
的
役
割
を

演
ず
る

即
ち

経

済
協
同
慣
は

ブ

ロ

ッ

ク

経
済
よ

り

進
歩
し

た

も
の

で

あ

る

と

謂
ふ
｡

三

協
同

鰹
と

民
族
主

義

東
亜

聯
盟

論
に

於
て

は
､

聯
盟
の

目

的
は

東
亜

民

放
の

覚
醒
に

よ

る

統
合
で

あ

る

が
､

其
の

基

礎
供
件
は
､

国
防
の

共

同
､

経

済
の
】

慣
他
､

政

治
の

濁
立
の

三

鮎
で

あ

る
｡

併
し
て

聯
盟

加
入
は

各
国
豪
の

白
由
意
志

に

基

く

協
定
に

よ

つ

て

舟

言
れ
､

聯
盟
の

国

防
は

中

核

た

る

我

日

本
に

於

け
る

統
帥
大

横
に

基
い

て

な
さ

れ
る

と

謂
ふ

〈

同

軍
妄
∵

⊥
六

九
)

｡

従
つ

て

東
亜

聯
盟
に

於
て

は

各
国
､

各
民

族
の

協
同
関
係
は

具
慣
的

に

明
か

と

な
つ

て

居

な
い
｡

併
し

協
同

常
に

於
て

は

民
族
問

題

が

今

少
し

誓
言
取

扱
は

れ

な

け

れ

ぼ

な

ら

な
い

の

で

あ

る
｡

強

烈
な

民

放

主

義
は

協
同

硯
の

障
碍
で

警
宗
香
か
｡

少

く

と

も
現

在
目

安

千

曳
の

問
に

柏

倉
せ

る

事
態
を

前
に

し
て
､

果
し
■

て

完
全

雪
協
同

意

警
生
ぜ

し

め

得
る

や
否

や
｡

此

間
題
は

民
放
の

猫
立

自
由
を

形

式
的

に

撃
調

す
る

嘉
の

民
族

義
が

誤
つ

て

ゐ

3

1 0

る

の

で

あ
つ

て
､

支

那

は

日

華
と

の

地

域
共

旦
関

係
を

認
識
す
べ

き
で

あ

る

〈

加
田
､

前

望
､

二

二

五

去
)

と

謂
ふ

程
度
の

表
現
で

は

m

3

ブ

ロ

ッ

ク

経
済
論

よ
り

東
亜

協
同

捜
静
へ



一

橋

論

策

第
五

番

第
一

汝

04

解
決
出
来
な
い

問
題
で

あ

る
｡

l

之
に

封
し
て
､

血

縁
､

地

縁
､

言

語
､

運
命
等
は

民
族
共

同

澄
の

本
質
に

非
ず
し
て
､

民
族

は

歴
史

的
､

動
的

な
る

も
の

を

促
件

と

し

て

成
生

さ

る

る

も
の

で

あ

る

と

す

る

主

張

が

あ

る
｡

即
ち

人

類
の

祀
脅
は

生

霊
ハ

同

債
で

あ
つ

て
､

其
の

蟄
展
過

程
に

於
て

言
語
､

習
慣
､

傍
流
を

共

通
に

し
､

其

後
に

生

統
組
織
に

適
應
し

た

共

通
の

地

域
及
び

政

治
を

持
つ

に

至
る

の

で

警
つ

｡

人

類
菜

園
の

基

礎
で

あ

る

生

存

か

ら

椚

聾
し
て
､

生

括
の

英
国
､

生

産
の

集
園
､

更
に

地

域
､

言

語
､

政

治
､

文

世
〆

兵
通
に

す
る

に

至
つ

た

社
食
が

民
族

祀
禽
で

あ
つ

て

其
の

民
族

社
命
生

存
蟄
展
の

本
能
に

よ

や
､

障
碍
む

突
破
せ

ん

と

す
る

も
の

が

民
放

意
識
で

あ

る
｡

日

支

問
に

望
｢

後
進
資
本
主

義
岡
た

る

日

本
民
放
の

蟄
展
の

障
得
た

る

間

際
資
本
主

苧
⊂

､

困
窮
を

階
級
分

裂
に

導
か

ん

と

す

る

閻

璧
ハ

塵
主

革
を

東
亜

両

国
の

圏
内

よ

り

駆

逐

し

て
､

両

民
族

が

新
し

き

秩

序
を

璧
芋
る

と

謂
ふ

民

放
生

存
の

共

起

問
題

が

あ

る
｡

得
つ

て

之
を

基

礎
と
し

て

よ

き

生

活
巷

間
の

協

同
と

謂
ふ

意
味
に

於
て

民
族

主

義
よ

り

東
亜

協
同

愕
に

進
み

得
る
｡

民

放
主
義
は

個
人

主

義
に

対
す

る

意
味
で

金

環
主

義
で

あ

る
｡

仝

愕

主

薬
は

よ

皇
糾

虔
の

金

環
へ

の

融
合
を

生

命
的

蟄
展
と

L
て

持
つ

が

鞭
に

協
同

鰐

皇
冗

成
し

得

る

(

杉

原
､

雷
署
､

二

九
二

⊥
ニ

〇

四

頁
)

D

四

協
同

盟
と

仝

鰹
主
義

併
し

乍
ら

民
放

主

義
と

全

慣
主

義
､

更
に

全

燈
主

義
と

協
同

慣
と
の

闊
聯
を

斯
の

如
き

蓮
系
の

下
に

置
き

得
る

や

否

や

大
い

に

疑

問
と

さ

れ

る

だ

ら
う

二
民

族
開
家
内

に

於

哲
基
慣
主

義
的
協
同

鰐
は
フ

ァ

ア

シ

ズ

ム

に

其
の

例
を

見
る

こ

と

が

出

撃
匂

｡

併
し

此
の

核
を

破
つ

て

史
に

大

な
る

金

環

豊
嘉
す

る

こ

と
が

可

能
で

あ

ら
う

か
｡

三

木
清
民
は

世
界

そ
の

も
の

空
つ

の

金

環
と

観
念
し
､

個
人
が

民

放
を

通
じ
て

冊

界
に

結
び

付
け

ら
る

る

が

如
く
民
放

時
又

個
人

と

通

ず
る

こ

と
に

よ

つ

て

人

類
と

結
び

つ

く
｡

之
は

結
局

世

界
が

具
鰐
的

I Q 4

ポ
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1

⊥

稚

ヰ

な

全

膿
と

し
て

茸
現

す
る

塞
め

の

も
の

で

あ

る

と

し
て

居

る

(

全

段
と

個

人

=

丈

変
容
秋
､

昭

和
十

四

年
六

月
)

｡

之

は

従
来
個
人

主

撃
こ

仝

薩

主

義
と

を

相
封
立

す

る

も
の

と

し

た

思

想
､

或
は

個

人
を

全

髄
の
一

部
分

と

し
て

の

み

認
め

る

フ

ァ

ッ

シ

ス

ト

的

金

環
主

義
の

執
念
､

或

は
『

全

慣
』

の

観
念
｢
を

民
放
の

限

界
以
上
に

境
張
し

や

う

と

し

な

か

つ

た

従
来
の

観
念
よ

り
一

歩
前
進
し

た

も
の

と

謂
ひ

得
る

か

も
知

れ
ぬ
｡

然
る

に

此
の

観
念
の

蟄

展
に

従
つ

て
､

個
人
か

ら

民
放
へ

､

民
放

か

ら

東
亜

協
同

鰹
へ

､

東
亜

協
同

慣
か

ら

世

界

協
同

鰻
へ

と

進
め

る

考
へ

諸
に

封
し

て

は

反

封
が

あ

る
｡

即
ち

そ

れ
は

民
族

的
全

軍

協
同
慣
的

全

軍
世

界
的

金

曜
の

規

質
的
意
義
を

恒
別
せ

ん

と

す

る

考

へ

方
で

あ

る
｡

新
明

正

造

氏
は

此

等
の

凡
て

が

仝

岱
と

し
て

同
一

の

現

賓
的
な

重
み

を

有
つ

も
の

と

考
へ

る

こ

と

は

誤
カ
で

あ

る

と

し
､

今
日

は

民
族
が

協
同

醒
的
金

環
へ

の

進
展
の

前
段

階
に

あ

る

こ

と
を

認
め

得
て

も
､

世

界
的
仝

慣
に

つ

い

て

は

説
く
こ

と
一
を

許
さ

れ

な
い
｡

世

界
又

は

人

類
を
仝

醒
と

考
へ

て

も
､

斯
か

る

全

饉
は

現

在
に

於
て

極
め

て

結
合
性
の

稀
薄
な

も
の

で

あ
る

以

上
､

之
を

金

曜

警
句

が

故

に

民
放

と

併
置
す

る

こ

と

は
､

誤
つ

た

民

族

主

琴
を

警
戒
す

る

あ

萱

り
､

民
放
の

金

環
的
な

強
さ

を

事
茸
以
下
に

見
積
る

も
の

で

あ

る
｡

今
日

の

民
放
主

義
に

は

民
放
の

内

部
の

溌
一

の

ほ

か

に

民
族
間
の

協
同
へ

の

用

意
が

含
ま

れ
て

ゐ

な

く
て

は

な

ら

な
い

の

で

あ
つ

て
､

斯

く
の

如
き

蟄
展
性
を

も
つ

た

民

放

主

義
を

東
亜

協
同

磋
の

脾
衆
を

考
へ

る

と

き

に

も

支
持
す
る

こ

と

が

出

撃
や
と

し
て

居

る

〈

『

東

亜

協

同

駿
の

理

想
』
､

一

入

六

2
八

頁
)

｡

従
つ

て

東
亜

協
同
環
の

理

論
に

於
て

は
､

民
族

主

巷
の

超
越
を

説
く
の

で

は

な

く
し
て
､

金

環
主
義
の

名
に

よ

り

却
つ

て

民
族

主
義
を

強

調
す
る

の

で

あ

る
｡

五

協
同
鰹
論
の

簿
家

ブ

ロ

ッ

ク

経

済
論
よ

り

東
垂

協

同

蹟
静
へ

0 5



ブ

ロ

ッ

ク

経
済
論
よ

り

東
亜

協
同

恩

諭
へ

0 6

以
上
の

如
き

民
放

主

撃
こ

全

領
主

義
と

協
同

愕
と
の

関
係
が

畢
な

る

理

想
で

な

く
し

て
､

支

部
の

民
族
童

撃
富

じ

現

安
に

導
き

得
る

も

5

1

の

で

あ

る

や

否

や
に

封
し

て

筆
者

品
還
信

嘉
ち

得
な
い
｡

併
し

協
同

冨
が

清
洲

事

警
警
告
る

欧

雷
撃
ア

ブ

シ

ズ

ム

10

の

全

鰻
重

養
親
念
を

仮

令
表

面

的
で

あ

る

に

し
て

も
改

訂
し

っ

つ

あ

る

こ

と

は

窺
は

れ

る

と

思

ふ
｡

協
同
穫
論
者
は

其
の

論
旨
が

昭

和

十
三

年
末
の

近

侍
峯
明
の

裏
付
で

あ

る

と

解
繹
せ

ら

る

る

こ

と
に

多
大
の

関
心

を

有
し

て

居
る

(

例

へ

ば

新
堵
正

道

氏
)

｡

東
亜

協
同

餞
の

環

論
が

其
の

使

命
に

於
て

近

衛
聾
明

と

直
接
闊
聯
が
J

め

る

や

否

や
は

問
題
で

な
い
｡

併
し

此
の

思

想

が

結
果
に

於
て

近

衛
聾
明
の

雰
囲

気
と

相

通

ず
る

も
の

が

哲
冨
と

は

明
か

で
一
撃
る
｡

今
や
近

衛
孝
明
の

∵
投

石

が

新
支

部

溌

二
慣
の

動

き

と

微
妙
な

闊
聯
を

有
す

る

と

き
､

東
亜

協
同

慣
論
の

将
来
も

亦

注
目

を

要
す

る

で

あ

ら

う
｡

併
し

乍
ら

東
亜

協
同

慣
論
は

未
だ

生

長
の

過

程
に

あ

る
｡

協
同
鱈
の

望
悶

が

結
局
ゲ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

の

誘
導
慣
で

あ

る

の

か

(

蠣
山

政

道

『

霊
協

同

埋
の

理

論
』

改

造
､

昭

和

十
三

年
十
一

月
)

､

或
は

之
と

は

別
個
の

新
東
亜

特
有
の

も
の

で

あ

る

の

か

(

加

田

氏
､

新

野
氏
)

､

或
意
味
に

於
て

は

協
同

髄
論
を

殊

更
に

ゲ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

よ

り

遊
離
せ

し

め

ん

と

す
る

努
力
さ

へ

試
み

ら
れ

て

ゐ

る

の

で

な
い

か

と
さ

へ

恩

は

れ

る
｡

更
に

大
台

細

畢
王

義
の

流
れ

を

掬
む

と

恩

は

る

る

方

向
の

反

対
も
あ
る
｡

例
へ

ぼ
=

疫
茂
智
氏
は

『

新
東
亜

建
設
の

綱

領
』

に

於
て
､

協
同

璧
弼

望
又

都

側
よ

且
左
目

*
の

事
攣
虎
週

番
度
欒
真
の

要

求
に

迎
合
し
て
､

全

軍
講

義
者
が

寧
ろ

日

本
に

呼

び
か

け
た

言
葉
で

あ

る

と

謂
ふ

意
味
に

解
し

て

居
る
｡

此
の

批
判
が

首
ら

な
い

も
の

と
し

て

も
､

東
亜

新
秩
序
の

封
象
を

清

洲
､

支

那
の

み
に

限

定
せ

ざ

る
一

波
､

例
へ

ぼ

宮
崎
正

義
氏
に

代
表
さ

る

る
一

部
に

放
て

は
､

東
亜

協
同
環
論
が

あ

ま

り
に

其
の

田
蟄
郎
に

於
て
､

支

部

寄
欒
虚
理

に

捉
は

れ

過
ぎ

た
こ

と

に

不
滅

な
る

か

に

さ

へ

見
受

け

ら

れ

る
｡

鵬

栃

.
搬
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Ul

71⊥

滞

ヰ

､

嘗
て

孫
文
は

三

民

主

義
に

放
て
､

支

部

員
坂

主

義
を

基
調
と

せ

る
､

無

階
級
､

無

差

別
の

大
同

世

界

を

説
い

た
｡

注
兆

銘
が

採
用
せ

ん

と

す

る

三

民
主

義
新

解
繹
に

封
し
て
､

民
放

協
同

饉
､

経
済
協
同

髄

論
が

何
程
の

影
響
力
を

有
す
る

や
｡

一

時
退

潮
的

に

見
え

た

協
同

憶

論
は

新
な

る

理

論
的

蟄
展

を

用

意
し
っ

つ

あ
る

や
に

見
え
る
｡

本

能

執

葦

者

紹

介

上

田

貞

次

郎

氏

吉

田

政

治

氏

高

橋

泰

戒

氏

大

田

英

一

氏

大

平

蟄

梧

民

放

尾

弘

氏

東

京
商
科

大

草

長

乗
数
技

法

畢

博
士

三

菱
銀

行
前
上

海
支

店
長

東

京
商

科

大
挙

助

教
授

東
盛

岡

文
書

院
政

授

東

京
商

科
大

串

助

教
授

豊

北

高
等

商
美
挙

校

数

授

邁

智

元

高

島

喜

冶

氏

山
口

高
等

商

業
畢

枚

数
授

哉

氏

尿

京
商

科
大

草

助

教

授

一

橋

論

叢

俸
五

巻

第
一

決




